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長引くコロナ禍では、沖縄県では産地を維持するため、感染予防をしながらの新たな労働力確保策を講じていくことは喫緊の課題となっている。
本事業では、多くの労働力の確保が期待できる産地間の連携によって、新たな労働力確保の仕組みを構築する。
日本の人口集積地である首都圏をメインターゲットとして、農業に関心の高い援農ボランティアの参加経験者を中心に、沖縄における新たな働き方を提案し、
遠隔地における就農意欲を醸成する。
また、県外から短期雇用に取り組む農家を増やし、雇用活動が継続して実施できるよう、雇用条件や職場環境の整備をテーマとした研修会等を通じて、農家
の求人活動をＪＡ沖縄中会との連携のもと支援する。
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令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員

他産地・他産業との連携による労働力確保
【令和３年度実績】募集者数 ：15名 →  採用数：５名 充足率33％
【令和４年度実績】募集者数：50名 → 採用者：26名 充足率52％
【令和５年度目標】
（県 内）募集者数： 70名 →  採用数：35名 50％
（県 外）募集者数： 60名 →  採用数：25名 41％
（合 計）募集者数：130名 →  採用数：60名 46％

成果目標と進捗

今年度の取組み内容

ア 労働力の需給状況の把握（地域の状況及び労働力提供可能な者の把握等）

中央会による農家個別訪問の状況より、過去に中央会実施の調査結果より好転していないとのこと、雇用に関する生産農家の認識不足や不安などが顕在化
していることから、雇用に関するガイドラインおよび研修体系の整備を行った。＊次項参照
■調査対象：1,585名
■調査対象：さとうきび：368名 野菜：333名 花卉：245名 果樹：70名 鉢物：8名 畜産：423名 米：79名 ファーマーズ出荷：59名
■回答：558名(35.05%)/1,585名(調査対象者) さとうきび・野菜・花卉：383名 果樹：25名 畜産(繁殖肉用牛)：150名
■人手不足回答：276名(49.46%)/558名(回答) ■人手不足対策：規模縮小：60名(21.73%)/276名(人手不足回答)
■特区活用(外国人採用)希望者：151名(54.71%)/276名(人手不足回答)

イ 産地内での労働力確保・育成

■一昨年11月から、求人サイト「アルバイトタイムス」の活用を開始したが、今年度は外国人労働者対応に関する緊急対策を優先した結果、実質求人活動
を休止せざるを得なかた。 （３月時点実績：求人数15件、成立数5件）

■ツアー参加者には、農家で働くための心得を書面で事前に提示し、ツアー申込時、最終案内時には、弊社担当が電話にて農作業に関するフォローアップ
を実施した。今後は農家さんとのWeb面談の実施も検討（働き手の不安解消にもつながる、結果農家も同様の効果が得られる）
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今年度の取組み内容

ウ 他産地・他産業との連携による労働力確保

＜他産地と連携した労働力確保＞
・パインナップル収穫時期（８－９月）、さとうきびの収穫期（１－２月）に首都圏の都市住民を対象として、旅行商品（ツアー）による参加者募集を行っ
た。さとうきびは、農家の受入体制が進展せず、本島の花卉・園芸、離島の畜産も緊急的に取り組んだ。
ア 募集する労働者の居住地（出発地）：首都圏、沖縄県那覇市
イ 労働場所（目的地）：名護市、糸満市、石垣島、西表島、小浜島
ウ 宿泊場所：沖縄本島はビジネスホテル、離島はリゾートホテル、民宿
エ 募集条件：農作業6－10日間従事できること（農家とアルバイト契約）、アンケート調査への協力、コロナ感染対策への理解・協力等

＊一部離島では、無償ボランティアにて募集

エ 労働力等のマッチング及びデータベース化

・農協観光運営管理の「アグリ人財バンク」への会員登録、令和５年度から求人情報等は適宜配信
＊R3実績（４月時点）：社会人の副業等では約570日（延べ日数）産地へ紹介
＊援農ボランティア（4月実績）登録者数：約500名 派遣実績：約160名 延べ派遣日：約500日

・求職者の属性についてデータベース化し、求人情報の発信に活用している。
・履歴書は電子化を進めており、データベース化している。

オ 農業の「働き方改革」への取組

■農家向け短期雇用ガイドラインおよび解説動画の整備（生産品目に応じて
繁忙期・閑散期が異なることから、生産部会や地域毎の会合などで活用できる
ように、解説動画はオンデマンド配信し、いつでも見れる環境整備をはかった。
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本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

１．旅費助成を活用しない自走モデルの構築（沖縄の観光的な魅力を
活かした就農ツアー商品の造成）

２．援農ボランティアによる産地と都市の絆づくり

３．産地間連携（北海道、愛媛）とのバックヤード業務等のサポート

４．短期雇用ガイドラインおよび解説動画の活用促進（
農家の雇用促進支援）

５．島内事業者との連携強化（宿泊、交通、食事、ボランティア等）

１．ツアーによる参加者募集に関して、SNS広告等による新たな需要の
掘り起こしをはかったが、一定の成果が得られた、有効な広告媒体であ
ることが分かった。

２．首都圏の募集に限定していたが、一部関西圏からの申し込みもあり、
大都市圏には一定の需要があることが分かった。

３．ツアー参加者から、農作業のアルバイトに対して、遣り甲斐や農家
さんとの交流にて高い満足度が得られていることが分かった。

４．受入（雇用）した生産農家からも、初心者であるが真面目に仕事に
取り組む参加者へ高い評価を得て、次年度も継続して取組みたいとの意
向が多かった。

５．2次交通（農園・宿泊先間の移動）に関して、有効な公共交通機関が
ないこと、昼食提供に関する課題解決の難しさを再認識できた。

６．コロナ禍での県外受入、特に初心者の受入に関して、生産農家の
ニーズが想定以上に少なかったことを把握できた。
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